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脱炭素経営の手順
今回の日合商解説（vol.50）では、環境省で発表された「脱炭素経営の手順」
について解説します。脱炭素経営は今後の経営において、金融・融資またはサ
プライチェーン、企業価値向上等の多岐にわたる分野に関係する重要事項です。
今回は環境省の方で何から着手したら良いかわからない、そんな印象を持って
いる企業に向けて発表された「脱炭素経営の手順」について解説します。

脱炭素経営の各フェーズの内容①

フェーズ１ 気候変動による企業のリスクを考える②

フェーズ２-1 サプライチェーン全体での排出量算出③

フェーズ２-2 削減目標設定④

脱炭素経営の各フェーズの内容①

INDEX
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フェーズ１ 気候変動による企業のリスクを考える②

単にリスク・機会を羅列するのではなく、具体的にどのような規模の金額が出るのか、
気温上昇のシナリオを設定した上で自社のリスク・機会が財務に及ぼす影響を分析するこ
とが求められてきます。ちなみにTCFD提言（※）ではシナリオ分析の手順として6ステッ
プを提示しています。ステップが進むにつれて、定性分析→定量分析の流れになっている
ことが読み取れます。

取り組む過程で「移行期間」も設けて現実的な計画を考えなければなりませんが、まずは
段階的にいうとフェーズ１ですので、対応の遅れによるリスクや、今後のグリーン市場が
どのように形成されていくかも様々な情報を鑑みつつ予見しておくことが求められます。
リスクを把握する為に経営を分析した後は、どのようなシナリオでいくかを模索していき
ます。定量的に試算できず、数値として表わせないものは定性的に判断しなければなりま
せん。
少し難しく感じるかもしれませんが、自社の炭素排出量は算出しやすくてもサプライ
チェーンまでとなると中々試算が難しい面がありますので、継続的なモニタリングを織り
込んでいくことが求められていきそうです。
最終的に気候変動と経営の統合、企業価値向上は新たなサイクルへと入っていきます。
リスクはなるべく「定量的な試算」または「定性的な判断」にて振り分けて整理しておく
ことが求められます。

※TCFDとは、G20の要請を受け、金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示及
び金融機関の対応をどのように行うかを検討するため、マイケル・ブルームバーグ氏を委
員⾧として設立された「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-
related Financial Disclosures）」



フェーズ２-① サプライチェーン全体での排出量算出③

こちらは環境省のページを見ても、理解し行動するのは非常に難しいかもしれません。現
段階では、こうゆう動き・活動が出てきているのだという認識が第一だと考えます。
それを前提として解説を進めます。
フェーズ１でも触れたシナリオ分析において、リスクは「物理的リスク（自然災害等への
対応）」と「移行リスク（企業が脱炭素経営に向かう際の変化）」に分類されます。
温室効果ガス排出量を削減する活動は、「移行リスク」への対応になります。
脱炭素経営に向かうまでに、売上が減少してしまったり、思ったような人員配置が出来な
かったりというリスクがあります。しかし、そのリスクを通してでも将来的には「脱炭素
経営」に向かうというメリットや目標・効果等を探っていかなければなりませんし、対応
しなければ金融リスクやサプライチェーン存続のリスク等が更に高まってしまうことを考
えておかなければなりません。

サプライチェーンの温室効果ガス排出量算定と排出量削減計画の策定は、上流・自社・下
流に分けて考えておくと良さそうです。会社としては、燃料の燃焼・電気の使用として温
室効果ガスの排出量を考えておくと良さそうです。
上流や下流では、製造分野と製品を活用する分野とがあります。

フェーズ２-② 削減目標設定④

現状の排出量を把握して初めて、どれだけ減らすかの目標を立てることが可能になります。
排出量削減目標を設定する際の指標としては、科学的根拠に基づく指標（SBT）が活用さ
れます。なおSBTiでは2022年7月15日から、工業化前からの世界全体の平均気温の上昇を
プラス1.5℃に抑えることを目標とすることで一本化されています。
Science Based Targetsイニシアティブ（SBTi）とは企業に対し、気候変動による世界の平
均気温の上昇を、産業革命前と比べ、1.5度に抑えるという目標に向けて、科学的知見と整
合した削減目標を設定することを推進しています。

フェーズ３ 計画の策定⑤

目標を立てるだけでは排出量は減りません。事業拡大により、増える可能性すらあります。
やみくもな行動は、有限の資源の浪費につながる危険があります。
このため、「いつ、どのような対策を、どれだけ行うのか」６W２Hの計画を立てると有
効的です。計画は、自社の未来への投資の一環として、経営計画の中身とすることが重要
です。



フェーズ４ 計画の実行⑥

いよいよ、排出削減計画に基づき具体的な削減対策を実行する段階です。ただし、その時
の事業環境や世の中の動向も踏まえつつ、自社の財務状況を考慮した投資、つまり採算性
を考慮した投資が重要です。
その際に有効なのが、社内で独自に設定、使用する炭素価格（インターナルカーボンプラ
イシング＝ICP※）です。ICP導入においては、導入目的によって、価格設定や活用の方法
が異なることからも、脱炭素投資の目的を明確にすることが最も重要です。
これらは中小企業においては導入するのに高い壁があるかもしれませんが、こういった動
きが出ているということも抑えておきましょう。

今回の内容では、フェーズ２-① サプライチェーン全体での排出量算出の項目をよく見直
してみてください、算定された結果をどのように表示して、消費者に対する「見える化」
を行うか、というブランディングの検討も必要になってきます。
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